
常陸国府跡

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

常陸国府跡（ひたちこくふあと）は、茨城県石岡

市にある律令制下の地方行政機関の施設跡。常陸

国の国府の遺構にあたる。国の史跡に指定されて

いる。
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石岡市中心部、石岡台地上に位置する常陸国の国府の遺

構である。この国府は、初代常陸国司の百済王遠宝の頃

に計画が始まり、9代目の百済敬福、10代目の佐伯今毛
人の頃までには完成したと推測されている[1]。

国府内では国衙を西端に配置して条坊制が敷かれ、北に

常陸国分寺（位置）や常陸国分尼寺（位置）、南に総社

（現・常陸國總社宮、位置）が配置された[1][2]。国衙は

方2町で内部に国庁を置き、周囲には土塁と堀が巡らさ
れ、東西南北には門が設けられたとされる[1][2]。また国

府の周囲は北を国分寺境界、南をビンズル谷津、東を山王川低地、西を恋瀬川低地で限っ

常陸国衙の遺構が発掘された石岡市立石
岡小学校の校庭
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たと推測され、周囲に土塁が、東西南北には門が設けられたとされる[1][2]。なお、国分尼

寺跡のさらに北方には、関連遺跡として工房跡と見られる鹿の子遺跡（位置）が確認され

ている。

記録の上では、平安時代中期の『和名抄』において「常陸国国府在茨城郡、行程上三十

日、下十五日」と記されている[1]。天慶2年（939年）には平将門によって焼かれている
[1][2]。また、延応元年（1239年）の常陸国留守所下文では「古国府西殿本畠」の記載が、
正安2年（1300年）の常陸国庁宣（総社文書）には「留守所御館跡南半分」の記載が見え
ることから、中世の国府は古代とは別の位置・形態であったとされる[1][2]。

国府の中枢をなす国衙の遺構は、石岡市立石岡小学校（石岡市総社一丁目）の校庭におい

て発見された（位置）。同地が国衙跡と認識されるに至ったのは、昭和45年（1970年）
の石岡小学校の建て替えに伴う発掘調査で大型建物が発見された時になる[3]。平成10年
（1998年）には小学校の施設建設に伴う調査がなされたが、大型建物が検出されたこと
から当地での建設は中止され、遺構は保存された[3]。そして平成13年（2001年）から平成
19年（2007年）にかけて本格的な調査が実施され、国衙の詳細が明らかとなった[3]。発

掘調査からは7世紀末から11世紀までの施設の変遷が明らかとなっており、国衙の誕生か
ら衰退までが通して確認可能な遺跡になる[4]。これらの遺構は平成22年（2010年）に国
の史跡に指定された。現在は石岡小学校校庭の地下に保存された状態で、史跡整備等はな

されていない。

石岡小学校敷地における国衙の発掘調査では、7世紀末から11世紀までの建物の変遷が確
認されているが[3]、その中で大きく分けて5回の建て替えがあったとされる[4]。最初の7世
紀末の建立では、国庁の正殿として桁行6間の身舎の東に廂を有する南北棟が、さらに脇
殿として東西棟、前殿として南北棟が配置されていた[3]。

その後、8世紀前半の建て替えにおいて建物の配置は大きく変化する[3]。一辺100メート
ルの領域が国庁として区画されて塀で囲まれ、その内に正殿として東西棟、脇殿として南

北棟が「コ」の字の形に配置された（この区画・建物配置は9世紀後半までは基本的に存
続する）[3]。この時期の正殿は桁行6間・梁行3間の身舎の南に廂を有する建物で、脇殿は
その南寄りに南北棟2棟が並んでいた[3]。

8世紀中頃から9世紀後半の間は建物配置に変化はないものの、正殿は桁行7間と大型化
し、さらに楼閣建物や前殿等の建物が新たに配置された[3]。また、この時期になると一部

の建物には礎石が使用されるようになるほか、区画西側に曹司として掘立柱建物の東西棟

3棟の造営が確認される[3]。これらのうち、特に北側の建物は桁行11間・梁行2間の身舎に
南北廂を持つ有する大規模なもので、国庁正殿の規模を大きく上回っていた[3]。

10世紀以降には塀で囲まれた区画は無くなり、それまでの正殿中軸線を踏襲する位置には
掘立柱建物の東西棟が存在した[3]。
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出土遺物としては、国分寺・国分尼寺出土と同笵になる軒瓦や磚のほか、「国」の墨書銘

を有する土器、円面硯等がある[3]。

◾ 常陸国府跡 - 2010年（平成22年）8月5日指定[3]。

◾ 瓦塚窯跡 

国の史跡。常陸国府・常陸国分寺・常陸国分尼寺に用いられた瓦などの生産地
で、石岡市部原に所在（位置）。
1937年（昭和12年）7月16日に「瓦塚」として茨城県指定史跡に指定[5]。2017
年（平成29年）10月13日に「瓦塚窯跡」として国の史跡に指定[6][7]。

1. ^ a b c d e f g 常陸国府跡（平凡社） & 1982年. 
2. ^ a b c d e 中世諸国一宮制 & 2000年, p. 233-234. 
3. ^ a b c d e f g h i j k l m n 常陸国府跡 

(https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/401/00003680) - 国指定文化財
等データベース（文化庁） 

4. ^ a b 教育委員会資料 & 2012年. 
5. ^ 県指定文化財一覧 (http://www.city.ishioka.lg.jp/page/page000894.html)（石

岡市ホームページ）。 
6. ^ 史跡等の指定等について 

(http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/2017061603.html)
（文化庁報道発表、2017年6月16日）。 

7. ^ 平成29年10月13日文部科学省告示第137号。 

◾ 現地説明板

◾ 「国指定史跡 常陸国府跡」（石岡市教育委員会作成資料）、2012年

◾ 「常陸国府跡」『日本歴史地名大系 8 茨城県の地名』平凡社、1982年。 
ISBN 4582490085。
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◾ 『中世諸国一宮制の基礎的研究』中世諸国一宮制研究会編、岩田書院、2000年。
ISBN 978-4872941708。

◾ 常陸国分寺

◾ 常陸國總社宮 - 常陸国の総社。

◾ 鹿の子遺跡 - 国衙の工房跡。

◾ 常陸国府跡 (http://www.city.ishioka.lg.jp/page/page001413.html) - 石岡市ホー
ムページ「石岡市の歴史と記憶」

◾ 常陸国府跡 (http://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/bunkazai/kuni/shiseki/12-
28/12-28.html) - 茨城県教育委員会

◾ 常陸国府跡 (http://bunka.nii.ac.jp/SearchDetail.do?
heritageId=199552&imageNum=0) - 文化遺産オンライン

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=常陸国府跡&oldid=72340649」から取得

最終更新 2019年4月11日 (木) 09:32 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される
場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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